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(57)【要約】
【課題】現在は、P/N：43100－725 DRIVE ASSY CONTROL
LER のP2コネクター内に磁気に引き寄せられた「水分粒
子」が時間の経過と共に発生する。この状況は、CONTRO
LLER が動いている間は継続する。P2コネクター内の「
水分粒子」の量が多くなるとP2コネクター内のプラスピ
ンとマイナスピンがショートしてIC（集積回路）が破損
。基盤全体が破壊してしまう。
【解決手段】今回の発明によって、P/N：43100－725 DR
IVE ASSY CONTROLLER のP2コネクター内の「水分粒子」
の侵入が防止される。従ってP2コネクター内の「プラス
ピン」と「マイナスピン」のショートが無くなり、IC（
集積回路）の破損が防止され CONTROLLER は正常な動き
を長期にわたって実施する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
CARGO PDU P/N:43100-12 と 43100-13 に使用する P/N:43100-725 DRIVE ASSY CONTROLLE
R の P2コネクター 周囲を絶縁性シーラントを塗布することで「HALL効果」に引き寄せら
れる水分粒子の侵入を防ぎ、長期間故障させないことに特許権を請求する。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、P/N:43100-12 と 43100-13 CARGO POWER DRIVE UNIT (以下 CARGO PDU と言う
）の心臓部であるP/N:43100-725 DRIVE ASSY CONTROLLER を改造無しで長期使用を可能に
する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
従来まで P/N:43100-12 と 43100-13 CARGO PDU は、P/N:43100-725 DRIVE ASSY CONTROL
LER を利用して動作管理を実施している。しかし動作を継続している内に DRIVE ASSY CO
NTROLLER の「Ｐ２コネクター」内部に水分粒子が侵入、蓄積してIC （集積回路）をショ
ート、破壊させても新品と交換するだけで疑問視しなかった。年間を通してのDRIVE ASSY
 CONTROLLER の交換数も年々増加して行く為の予防処置を無改造で考案した。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
PDUの故障には、多くの状況が考えられるが、PDUは稼働中に高温度となってPDU内部の一
部のグリスが気化する。
停止後にブレーキ機構の冷却用スリットから冷気が入り、高温度で気化したグリスと冷気
が一緒になり一部が細かな霧状となる。
ここで「グリス＋水分」の結合した粒子が発生する。 
P2コネクター に接続された 「HALL EFFECT SENSOR」 は、SCRUB SENSOR から発生する「
強力な磁気信号」を受信する。
この時、「グリス＋水」粒子は「磁性流体」となって磁気に吸い付けれらる。
Ｐ２コネクター内での「グリス＋水」粒子の蓄積で「DC12ボルトプラスピンとマイナスピ
ン」が接触・ショートしてDRIVE ASSY CONTROLLER のIC全てを破壊する。この状況をどう
にかできないかと考えた。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
航空機の整備では、CARGO PDU 製造メーカーの許可・承認無く改造等をすることが禁止さ
れている。
そこで、「改造をせず」に簡単に「グリス＋水」粒子の侵入を防ぐ方法を考案した。
絶縁性シーラント（DC3145RTV CL や DC732 MULTI-PURPOSE SEALANT）をDRIVE ASSY CONT
ROLLER のP2コネクター周囲にしっかり塗布することで「グリス＋水」粒子の侵入を防ぐ
ことに成功。長期間 DRIVE ASSY CONTROLLER のＰ２コネクター内部に水分粒子が侵入・
蓄積・ショート・故障から防止することができた。絶縁性シーラントは、他メーカーCARG
O PDU の電気回路内でも使用実績のあるものを使用した。
【発明の効果】
【０００５】
従来までの他の CARGO PDU では、「HALL 効果」や「磁力」を利用したものは無かった。
今回の発明によって、従来までの作動状況を長期的に継続可能とする。
今回の発明を実施することで、「高額の整備時間とパーツ費用、そして整備費用」の削減
を実施することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
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【図１】GOODRICH社製 P/N:43100-13のスナップ。※P/N:43100-12は台座（BASE ASSY）の
 長さが短くなります。P/N:43100-725DRIVE ASSY CONTROLLER のP2コネクター内に「水分
粒子」が侵入してIC（集積回路）をショート・破壊しているスナップ。P2コネクターに「
絶縁性シーラント」を塗布し、塗布の厚さをスケールをあてて表示。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
P/N:43100-725 DRIVE ASSY CONTROLLER の「P2コネクター周囲」に「絶縁性シーラント：
DOW COANING 3145RTV CL, DC732 MULTI-PURPOSE SEALANT」等をしっかりと適量を塗布し
て、水分粒子の侵入を防止する。
【産業上の利用可能性】
【０００８】
今回の特許内容は、「水分＋グリス」の気化した粒子が「磁性流体」となって「HALL 効
果」が発生する「P2コネクター」内で磁力に引き付けられて水分粒子が蓄積することによ
り「P2コネクター内 DC12ボルト」の「プラスピンとマイナスピン」がショートすること
で基盤全体のIC（集積回路）が破壊されてしまう。この状況を「絶縁性シーラント」を使
用・塗布することで、水分粒子の蓄積侵入を防止してICの破壊を防止する非常に容易で明
快なもの。
P/N:43100-725 DRIVE ASSY CONTROLLER は非常に高額なパーツであり、長時間使用したCA
RGO PDUは必ずP2コネクター内部に水分粒子が侵入することで「ショート」して DRIVE AS
SY CONTROLLER が壊れてしまう。年間多くの水分粒子侵入で壊れるDRIVE ASSY CONTROLLE
R を「絶縁性シーラント：DC3145RTV CL や DC732 MULTI-PURPOSE SEALANT」等をしっか
り塗布することで正常動作を長期間継続させることができて「高額の経費削減」が実現で
きる。

【図１】
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